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はじめに

インプラントが本格的に臨床導入され、四半世紀になります。こ

れまで様々なインプラント・システムや関連材料が開発・製造、

臨床導入され、日常的な治療法の選択肢の一つとして当たり前に

使用される環境となりました。しかしながら、臨床医からのリク

エストがなかなか反映されなかったり、せっかくの情報が、うまく

開発・製造の場へフィードバックできないことも多々ありました。

そこで数年前より、開発・製造・臨床の三者の立場の異なるメン

バーにより開発をはじめ、今日に至りました。

オクタフィックスインプラント
開発の背景
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１）基本構成パーツを嵌合させ、斜め方向から
 負荷をかけた際の応力分布

２）嵌合部および埋入骨縁部における応力分布

３）フィクスチャー断面内部から観察した際の
 応力分布

４）アバットメントをフィクスチャーに嵌合させ
た際の嵌合部拡大および応力分布の詳細

   

●“オクタフィックス”インプラントは、設計の段階か
ら垂直的咬合圧のみならず側方運動時に生じる斜
め方向からの咬合圧にも着目し、開発を行ってきま
した。

●臨床におけるフィクスチャー埋入後の応力集中を
想定し、応力解析を実施。得られた応力分布のデ
ータベースを基に、試作・改良を繰り返し行ってき
ました。

●埋入骨縁部への応力集中を軽減し、フィクスチャー
内側部に応力が分散する構造とした結果、骨縁部
付近の経年的ロート状骨吸収を抑制し、かつ耐久
性に優れたデザインの“オクタフィックス”インプ
ラントが誕生しました。
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●左の画像は、骨芽細胞(MC3T3-E1)の培養実験を行っ
た際の１時間目・１２時間目のSEM画像です。

●SEM画像からは、チタンプレート表面に対して細胞か
ら伸びる多数の偽足により得られる接着の様子と、新
たに増殖した細胞配列が無数に密接した様子が確認
できます。

●“オクタフィックス”の表面性状は、初期の細胞付着効
果と、早期の成長促進効果に優れているといえます。

●左のグラフは、“オクタフィックス”フィクスチャーの
骨形成量を２週目・４週目で比較した検証結果です。

●４週目骨髄内骨形成量の比較においては、２週目と比
べ２倍以上の旺盛な骨形成量が確認されました。

●データ比較の結果としては、インプラント体長軸全体
に対する骨形成の始まりが確認され、埋入後２週目の
早期において、皮質骨から離れた部分の骨随内に対し
インプラント体表面を直接囲むように類骨様組織の形
成と連続した骨形成が観察されました。

●これらのことより、“オクタフィックス”の表面性状に
は骨芽細胞の増殖および密着を早期に促進させる可
能性があることが証明されました。

横断面における周囲に形成された骨密度の割合

（松本歯科大学 歯学部社会歯科学講座 八上公利 准教授、口腔生化学講座 宇田川信之 教授、中村美どり 講師より提供）
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オクタフィックスの素材には、機械的強度と
生体親和性に優れた純チタンG4を採用。

骨誘導能と親水性に優れたフィクスチャーの表面性状が
高い初期固定のみならず、骨芽細胞の早期成長を促進。

未分化間葉系間細胞(MC3T3-E1)の付着状態のSEM画像

プラットホーム上部骨形成量 骨髄内骨形成量

チタンプレート上において培養状態のMC3T-E1細胞が増殖する際の
経時的変化および非脱灰組織写真の比較(1時間・24時間)

SEM画像からわかる付着細胞数の増加および細胞間密度の
緊密な様子
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フィクスチャーのインターナルに
八角構造を採用

選べる２つのシリーズ BL＆TLは、アバットメント嵌合後の 
「シンプルかつ操作性の良いデザイン」が、様々な症例に対
確かなオッセオ インテグレーションの獲得を実現。

医療機関における臨床データからも立証され 
インプラント体埋入後の優れたオステルISQ 

   

●上のグラフは、オステルISQ値に関する臨床データです。オステルISQ値の変動（n=13）
からは、埋入直後から1週目までにおいてバラツキがみられるものの、2週目以降は、ほ
ぼ安定したオステルISQ値を持続していることがわかります。

●オステルISQ値の変動（骨質別 中央値）グラフによると埋入直後では骨質による差が
見られるものの、一週目以降は骨質によらず安定的に推移していることがわかります。

●他社製品との比較グラフでは、埋入直後から30日までの期間においてA社・B社製品
ともにオステルISQ値が徐々に低下する傾向にありますが、“オクタフィックス”は全く
低下することなく常に安定的な上昇傾向にあることがわかります。

●これらの臨床データより、“オクタフィックス”は初期固定が良好であるとともに、その
後も安定的に骨生着が推移することが確認され、優れた骨生着性を有することが立証
されました。

（信州大学 医学部歯科口腔外科学講座 栗田浩 教授より提供）

オステルISQ値の変動（n=13) オステルISQ 値の変動（骨質別  中央値）

オステルISQ 値の変動（中央値） 他社製品との比較によるオッセオイン
テグレーション獲得までの期間検討

●“オクタフィックス”のフィクスチャーは、BL・TLシリーズともに内部に八角構造
を採用。八角によるアバットメントとの嵌合により、上部構造作製における捻転
角度補正が8/360°となります。即ち、45°毎補正となるため、六角構造の60°
毎補正と比べ、ラボ作業での操作性が向上します。

●また、八角構造上部には8°モーステーパーを採用。推奨締結トルクにおいて非常に
緊密な嵌合を獲得し、口腔内にて長期間安定的に機能させることが可能となります。

●“オクタフィックス”は、デザインから設計、解析に至るまでのソフト面での理論構
築を正確な精密加工技術が、ハード面で厳格にサポートすることにより誕生します。
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フィクスチャー外周に二条ネジを採用

 形状を共通デザイン化。
応。

 

 る優れた生体親和性。
 値（共振周波数解析）の比較。

埋入インプラントの非脱
灰組織切片写真

（松本歯科大学 歯学部社会歯科学講座 八上公利 准教授、口腔生化学講座 宇田川信之 教授、中村美どり 講師より提供）

 

●インプラント体埋入後2週目の早期よりプラットホーム上縁部・インプラント体中央部・
底部の各主要箇所に旺盛な骨形成が確認されました。またインプラントの非脱灰組織
切片写真からもフィクスチャー表面を囲むような新生骨の形成が確認され、本フィクス
チャーの有用性が立証されました。

 

   

 

●プラットホーム上縁
部の新生骨

●ブラスト上部におけ
る骨芽細胞

●中央部における非脱
灰組織

●底部ブラスト面に絡
み合う骨芽細胞

●“オクタフィックス”インプラントのフィクスチャー外周には、従来型の一条ネジ
よりも埋入効率の良い二条ネジを採用。一回転で二回転分の埋入効率を実現。
このことにより、埋入時間の迅速化が可能となります。

●また、高齢者などのオーラルケアをより配慮しなければならないケースにおいて
も、簡便かつ迅速にスリーピング（撤去）させることも可能となります。

埋入時間の迅速化と簡便な撤去
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●材質は機械的強度の高い純チタンGrade4を採用。構造解析結果による応力分布状況を基に材料強度を活
かしたデザインとするとともに、外形は歯根形状を考慮しキャロット形状を採用。

●TLシリーズでは、フィクスチャー上縁部のARO（回転防止機構）をAROキーパーで保持することにより、フィ
クスチャーの回転を防止した状態でのパーツ類（アバットメント）着脱が可能です。
またBLフィクスチャーを使用していれば、患者さんの経年的な変化に対応して、アバットメントの撤去や異種
パーツへの変更を容易に行えるように設計されています。

●フィクスチャー外ネジには2条ネジを採用し、埋入時間の迅速化を可能にしました。

●BL・TLシリーズともに上部構造のマージン部幅径および、形状を共通デザイン化しました。

●骨誘導能と親水性に優れた表面性状が、骨芽細胞の増殖および密着を早期に促進させます。

●BL、TLフィクスチャー共に埋入骨縁上部まで表面処理を施し、経年的に散見される「ロート状骨吸収」の発生
を抑える設計としました。

フィクスチャー

インプラントのコンポーネント

●“オクタフィックス”インプラントシステムの印象システムは、トランスファーCLを用いるクローズドトレー法、
トランスファーOPを用いるオープントレー法、およびトランスファーユニバーサル・トランスファーエクストラを
用いるダイレクト印象の3種類を用意しました。

●TLシリーズでは、トランスファーエクストラおよびTLソリッドレプリカを用いることにより、TLソリッドアバット
メント、TLユニバーサルアバットメントを用いてのダイレクト印象が可能です。

●トランスファー エクストラおよびトランスファー ユニバーサルは、印象採得後に印象材から外し焼成用パーツ
として使用できます。

●BLエクストラアバットメントおよびBLエクストラアバットメントGには、上部構造の回転を防止するための機構
（ARO）が付与されており、TLフィクスチャーにも同様の機構が付与されています。そのためトランスファーエ
クストラのみが、印象パーツ兼焼成用パーツとしてBL・TLシリーズ共通で使用可能となります。

※AROとは、Anti Rolling Octagon（アンチ ローリング オクタゴン）の略。

印象パーツ

BLシリーズ TLシリーズ
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●フィクスチャーのみならず、アバットメントにも純チタンGrade4を採用しています。

●マイクロムーブメント（アバットメント嵌合部の微細な歪みによりセットピンの緩みが生じる現象）を考慮し設
計。歪みの少ない緻密な内部八角構造および8°モーステーパー嵌合の採用により、セットピンの緩みを軽減
するよう設計されています。

アバットメント

  

    

●各種ドリル類はもちろん、埋入工具もエンジンのコントラ形状に対応しています。手指による埋入からエンジ
ンによる埋入に移行した際にも、手指による埋入の際と同様の機能で使える埋入工具を用意しています。

工具（各種ドリル類および埋入工具）

BLシリーズ

TLシリーズ

BLエクストラ
アバットメント

BLアングル
アバットメント

BLカスタム
アバットメント

TLソリッド
アバットメント

TLユニバーサル
アバットメント

TLアングル
アバットメント

BLテンポラリー
アバットメント

スターティング
ドリル

パイロット
ドリル

HEXドライバー
CA

インサート
コネクター

キャロット
ドリル

プロファイル
ドリル

ポジショニング
ガイド

ドリル
ストッパー
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Surgical Technique Manual

O

本システムのサージカルカセットは未滅菌の状態で出荷されるため、ご使用の際には付属の取
り扱い説明書に従い滅菌洗浄を行ってください。

オートクレープ滅菌前には必ず工具類を所定の位置にセットし、通法に従い正しく滅菌を行って
ください。
インプラント手術前には必ず工具類の動作確認を行ってください。

サージカルカセットの滅菌

フィクスチャーの埋入
 

 

●酸化剤（過酸化水素など）の使用は工具類の劣化の原因となります。
●ドリルについては、切削効率の低下や変色等の前兆が認められた時点で交換が必要です。
（使用頻度にもよりますが10回程度のドリリングを目安に、ドリルの交換を推奨します。）

●オートクレープ滅菌について
滅菌温度：推奨121℃
滅菌時間：推奨20分間
乾燥時間：推奨30分間

スターティングドリル プロファイルドリル

ポジショニングガイド キャロットドリルD1

パイロットドリル キャロットドリル

インサートコネクター

インサートエクステンション

HEXドライバー

HEXドライバーCA

ドリルストッパー

S

P

3
4

23S
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フィクスチャーの埋入

事前に口腔内診断を行い、予定していた埋入ポジションに歯
肉の上から歯槽骨に到達するまでドリリングを行います。
必要に応じてサージカルステントを口腔内に装着し、正確な
位置に埋入できるように工夫してください。

スターティングドリル

術者は、手術の際に使用するフィクスチャーを選択するため、埋
入を予定しているフィクスチャーの外径・埋入長を確認し、サー
ジカルステントをあらかじめ用意しておく必要があります。
サージカルステントを試適後、あらかじめ開けておいた穿孔用
の貫通孔（ドリル誘導用の穴）に指標を嵌め込み、パノラマX線
写真の撮影を行ってください。術前検査は、このパノラマX線写
真を基に行います。また必要に応じCT撮影を行うことで、より
正確な埋入位置・深度・角度を決定することが可能となります。

サージカルステント

①歯肉切開
スターティングドリルの歯肉貫通跡を目安に切開線を設定し、
正確な埋入部位を確認します。
任意のメスを使用し、埋入予定部位における歯肉部から骨膜部
まで一気に切開を行ってください。

歯肉切開及び骨膜剥離
②骨膜剥離
歯肉切開部に剥離子を挿入し、速やかに骨膜を剥離します。術
後における歯肉部の治癒や歯肉部の腫れに配慮し、大胆かつ
繊細な埋入部位周辺組織のみの骨膜剥離を行ってください。

 

正確な埋入ポジションを印記するためには、スターティングド
リルを用いて歯肉切開および骨膜剥離を行う前にドリリングを
行います。このことによりサージカルステント装着時における
浮き上がりを最小限に抑制する効果があります。

CT撮影を行った際には、既存のインプラント支援システムを利
用するかあるいは、インプラント支援システムの導入が必要と
なります。

※ドリル操作については、下記の順番で行ってください。

通常の骨質： スターティングドリル
パイロット
ドリル

プロファイル
ドリル

キャロット
ドリル

硬 い 骨 質： スターティングドリル
パイロット
ドリル

プロファイル
ドリル

キャロット
ドリル キャロットドリルD1
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スターティングドリルのドリリング跡を目安にH状に切開を行
なった後、ラウンドバーにてディンプル形状に形成を行います。
（ラウンドバーを使用しない場合は、スターティングドリルを深
めにドリリングしてください。）
使用目的
①次に使用するパイロットドリルの先端位置が、ズレる現象を防
止するためにラウンドバーを使用します。

②鋭利な歯槽骨の除去を目的として使用します。また、埋入ポジ
ションの微調整が必要な時などにも使用します。

ラウンドバー（システム外）

2.3mmのパイロットドリルは、1.8mmスターティングドリル
にてドリリングした穴を拡張させるために使用します。キャ
ロットドリルの下穴形成用として予定深度までドリリングを行
います。

パイロットドリル

パイロットドリルにはレーザーマークが施されており、埋入孔
はフィクスチャーの長さよりも0.5mm深く形成されます。

プロファイルドリルは、骨縁下部において比較的緻密で硬質
とされる皮質骨を埋入フィクスチャーの形状に合わせて形成
するために使用します。
パイロットドリルの形成孔に従い、中心ズレを防止するための
誘導シャフトを挿入しドリリングを行ってください。

プロファイルドリル

ドリルの直径は、埋入するフィクスチャーの径寸法に合わせて選
択します。

ファイナルドリル（キャロットドリル）

キャロットドリル D1

皮質骨を切削する際には、推奨回転数に従い、骨密度の変化
に注意をしてドリリングを行ってください。

ドリルスケジュールに従い、ファイナルドリルまで、すべて1回
でドリリングを行ってください。

ファイナルドリル（キャロットドリル）では穿孔が難しいとされ
る、皮質骨などの緻密な歯槽骨部位（下顎前歯部など）をドリリ
ングするために使用します。
※キャロットドリルD1の直径は、ファイナルドリルの直径よりも
0.25mm（直径3.4のみ0.30mm）大きく設計されています。
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0.5mm

●ドリル及びドリルストッパーについて

サイズS サイズL

32mm
27mm

40mm
35mm

スターティング
ドリル

パイロット
ドリル

プロファイル
ドリル

キャロット
ドリル
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N
O

P
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Octafix systemO

STERILE    R

See instruction
for use.Rx only！

②
Single

use

H
E

R
E

H
E

R
E

BLF 4 2 ×10mm
コード BLF4210

Y13300100
製造販売業者 株式会社ヨシオカ

長野県駒ケ根市下平2934－５７７
一般的名称 歯科用インプラントシステム
販売名 オクタフィックス
医療機器承認番号 22000BZX01769000
有効期限 2018-02 高度管理医療機器

再使用禁止
γ線滅菌済

ロット 
BLF  ４．２ × １０  mm  

BLF 4.2 ×10mm
コード BLF4210

Y13300100ロット 

カルテに貼り付け可能な
シール式ラベル

  Surgical Technique Manual

“オクタフィックス”は滅菌済ケースに収められており、ア
ルミシートをオープン方向に開封し、ホルダーごと外し口
腔内へキャリーします。
外ケースの上面シートには、貼り付け可能なシール式ラベ
ルがありますので、患者さんのカルテに貼付してください。

外ケース及び内ケースの
開封ステップ

フィクスチャーの埋入

本システムのドリルストッパーは4種類あります。
ドリルストッパー4.5はパイロットドリル2.3に、ドリルストッパー5.0はキャロット
ドリル3.4および3.8に、ドリルストッパー5.5はキャロットドリル4.2および4.6
に、ドリルストッパー6.0はキャロットドリル5.0にそれぞれ対応するように設計さ
れています。
またキャロットドリルD1に関しては、キャロットドリルと同様のサイズが対応可能
です。

ドリルストッパー

ファイナルドリル（キャロットドリル）の推奨回転数600～
800rpmを守り、必ず生理食塩水の注水下で行ってくださ
い。ドリルの穿孔時の火傷は、骨生着に影響を及ぼす恐れ
がありますので十分に注意してください。
ファイナルドリル（キャロットドリル）の先端部は、フィクス
チャーの底部よりも0.5mm深く形成されますので、十分に
注意をし、ドリリングを行ってください。

[ 表 ] [ 裏 ]

●外ケースの滅菌紙を剥がし、フィクスチャーケースを取り出します。
※手術アシスタントと術者の役割を分け、手術アシスタントにより内ケースを手術用トレーの上に落とし、術者によりヒンジシー
ルを剥がし使用することを推奨します。
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Surgical Technique Manual  

O

推奨締め付けトルク（25～35Ncm）でフィクスチャーを埋
入します。
エンジンによる埋入の際には、隣在歯や対合歯との関係に
合わせた長さのインサートコネクターを使用し、推奨締め付
けトルクおよび推奨回転数にて埋入を行ってください。
手指による埋入の際には、ホルダーキャリアーを使用し、口
腔内までキャリーします。仮埋入の後トルクラチェットを使用
し、推奨締め付けトルクにて埋入操作を行ってください。
※埋入完了後は、ヒーリングスクリューにてフィクスチャ
ーの頭部を完全封鎖します。

BL・TLシリーズ共通 埋入手順

一次手術

BLシリーズ

エンジンによる埋入

手指による埋入

推奨締め付けトルク

25～35Ncm

推奨締め付けトルク

25～35Ncm

●手指による埋入の際には滅菌済ケースのシートを剥がした後、ホルダーキャリアー等を使用しフィクスチャーホルダーごと取り外
します。

ホルダーキャリアー

トルクラチェット

インサートエクステンション

フィクスチャーホルダー
フィクスチャーホルダー

インサートコネクター

フィクスチャーホルダー
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一次手術

HEXドライバーを使用し、フィクスチャーと同梱のヒーリングスクリューを埋入フィクスチャーに装着し
ます。エンジンによる埋入の際にはHEXドライバーCAを使用します。

ヒーリングスクリューの装着

歯肉縫合の際には、各症例に適した縫合方法（マットレス縫合・単純縫合など）で行ってください。

歯肉縫合

 BLシリーズ

BLシリーズ

HEXドライバー

ヒーリングスクリュー
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Surgical Technique Manual

O

ヒーリングパーツは、埋入部位に適したサイズのＴＬヒーリングキャップを選択してください。また、前歯
部などの審美性を考慮する部位の場合はヒーリングパーツではなく、ＴＬユニバーサルアバットメント・
セットピンＴＬＳを用いて装着し、その後歯肉を縫合します。
ヒーリングスクリューを使用する際にはTLフィクスチャーと同梱されているヒーリングスクリューにHEX
ドライバーを嵌合させ埋入フィクスチャーに装着します。

1回法 TLシリーズの場合

フィクスチャー埋入後、通常7～10日後には抜糸・消毒を行い、オッセオインテグレーションの獲得期間
（上顎‒6ヵ月、下顎‒3ヵ月）を待ちます。
※BLフィクスチャー（二回法）を使用した際には、縫合から抜糸までの期間において、ヒーリングスク
リューが歯肉弁により完全封鎖されている必要はありません。

抜糸

抜糸直後 骨生着後

TLシリーズ

TLユニバーサルアバットメント

セットピンTLS ヒーリングスクリュー

※同梱のヒーリングスクリューを使用した場合
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二次手術

 
二次手術においては、ティシューリジェネレーション（歯肉の再構築）が大変重要になります。
特に上顎前歯部や小臼歯部などの外観に触れる部位においては、ティシューデザインを考慮
したフラップデザインにする必要があります。
オッセオインテグレーション獲得後のフィクスチャーに、ヒーリングパーツあるいはBLテンポ
ラリーアバットメントを使用し作製した暫間補綴物を装着し、理想的なエマージェンスプロ
ファイルを構築させます。
プロビジョナルレストレーション（暫間補綴物）の作製は、チェアサイドあるいはラボサイドに
て実施します。

2回法 BLシリーズ

BLシリーズ

セットピンBLS
BLテンポラリーアバットメント

BLテンポラリーアバットメント

HEXドライバー

ヒーリングスクリュー
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①BLフィクスチャーを使用した際にはBLテンポラリーアバットメントの高さ・幅を口腔内で調整
し、セットピンBLSで固定します。

②アクセスホールを仮封し通法に従い歯肉を縫合します。あらかじめ用意しておいた暫間補綴
用の型に即時重合型レジンを充填し、口腔内にてプロビジョナルレストレーションを直接作
製します。余剰レジンを削合し、アクセスホールを貫通させ仮封材を除去します。

③作製したプロビジョナルレストレーションを装着した後、アクセスホールをコンポジットレジン
あるいは、常温重合レジンにて封鎖し、研磨まで行ってください。

ヒーリングパーツを選択する場合は、埋入部位に適したサイズのBLヒーリングアナライザーを
装着してください。
大臼歯部や歯冠幅が広い症例にはBLヒーリングアナライザーワイドを使用します。このような
症例におけるアバットメント選択肢のひとつとして、BLカスタムアバットメントがあります。
＊歯冠幅が狭い症例や、歯冠長の短い症例に関してはカーボランダムポイントを使用し、削合
および調整を行ってください。

プロビジョナル レストレーションの作製（チェアサイド編）

BLシリーズ

BLテンポラリーアバットメント

BLヒーリングアナライザー
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BLシリーズ

Surgical Technique Manual

フィクスチャー埋入部位における歯肉部の治癒期間経過後、装着していたプロビジョナルレ
ストレーションを撤去し、治癒期間中にラボサイドにて作製されたファイナルレストレーション
（最終上部構造）を口腔内にセットします。

BLシリーズの口腔内試適及びセット

口腔内セット後は、最終補綴物装着直後の記録としてX線写真の撮影を推奨します。

治療完了

インプラント治療後、定期
的に歯科衛生士によるブ
ラッシング指導及び歯石
の除去・清掃が必要となり
ます。

上部構造装着

TLシリーズ

メンテナンス

 

 

オッセオインテグレーション獲得後、装着中のヒーリングスクリューあるいはプロビジョナル
レストレーションを撤去し、ファイナルレストレーション（最終補綴物）を口腔内にセットします。
※BL・TLシリーズともに共通デザイン設計のため、治療完了後のメンテナンスは、BLシリーズと共通になります。

TLシリーズの口腔内試適及びセット

セメント合着（レジン接着）の場合は、マクロギャップ部の余剰セメントの完全除去を必ず行ってく
ださい。

BLエクストラアバットメントG

上部構造

セットピンBLS

推奨締め付けトルク

25Ncm
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印象採得

BLシリーズ

個人トレーでの印象採得法では、フィクスチャーの埋入位置関係及び歯肉貫通部周辺組織
が正確に再現されなければなりません。
オープントレー法では、より高い精度を要求する症例に用いられます。（特に、二本以上の多
数埋入症例や、フィクスチャー間の平行性が取れない難症例など）
クローズドトレー法では、簡便かつ必要最小限の精度を要求する症例に用いられます。（特
に、単独埋入症例や、平行埋入が可能な症例など）
トランスファーエクストラおよびトランスファーユニバーサルを用いた印象採得では、フィクス
チャーにアバットメントを装着した状態でのダイレクト印象採得が可能となります。また、八角
ありのトランスファーエクストラを用いた印象採得はBL・TLシリーズ共通で可能であり、八角
なしのトランスファーユニバーサルを用いた印象採得はBLシリーズのみで可能となります。
＊フィクスチャー埋入時のみならず、印象採得時においても下顎の開口量が極めて少ない症
例には、クローズドトレー法を推奨します。

オープントレー法とクローズドトレー法

TLシリーズ
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①クローズドトレー法を用いて印象採得を行う際に
は、あらかじめラボサイドにてクローズドトレー用の
個人トレーを作製しておきます。
②埋入したフィクスチャーにトランスファーCLをトラン
スファーCL セットピンを用いて装着します。

③混和したシリコーン印象材を個人トレーに注入し、
印象採得を行います。
※気泡混入を防止するため、インジェクションタイプあ
るいは、レギュラータイプをトランスファーの周囲に
注入します。トレー全体にはハードタイプを使用し、
印象採得を行います。
④シリコーン印象材硬化後は、口腔内よりシリコーン印
象材および個人トレーを撤去します。
⑤トランスファーCLセットピンを空回りするまで緩め、
口腔内に残されたトランスファーCLを撤去します。
※トランスファーCLセットピンは、トランスファーから
常時外さず使用し、滅菌作業まで行ってください。

⑥埋入したフィクスチャーに対応したレプリカ（BL・TL
シリーズ）をトランスファーCLセットピンを用いてト
ランスファーCLに装着します。
※右の図では、BLレプリカを使用して説明しています。
⑦レプリカがトランスファーCLセットピンにて組み付
けられた状態のトランスファーCLを印象面における
所定の位置に収めます。
⑧混和したガム材をBLレプリカの全周に過不足なく注
入し、硬化を待ちます。
※必要に応じて、硬化したガム材の余剰部をデザイン
ナイフ等でカットしてください。
⑨正しい混水比で練和した硬石膏を気泡が入らないよ
うに印象面へ注入し、硬化を待ちます。
⑩硬化した硬石膏から印象トレーを外します。
⑪石膏模型からトランスファーCL及びトランスファー
CLセットピンを撤去します。
⑫石膏模型のトリミングを行い、通法に従いアナログ
模型を作製してください。
※トランスファーCLを撤去した後、レプリカ上面にオー
バーラップしているガム材はアバットメント浮き上が
りの原因となるため、マイクロスコープ下において完
全に除去してください。

クローズドトレー法

チェアサイドで印象採得を行った後、印象及び印象
パーツ類、トランスファーCL・トランスファーCL セット
ピン・レプリカをラボサイドに送ります。

印象採得終了後

トランスファーCL

BLレプリカ

個人トレー

トランスファーCL
トランスファーCL

トランスファーCLトランスファーCL

トランスファーCLセットピン
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印象採得

①オープントレー法を用いて印象採得を行う際には、
あらかじめラボサイドにおいてオープントレー用の個
人トレーを作製しておきます。またトランスファーOP 
セットピンを指でつまみ回せるよう個人トレー上面に
穴を開けておきます。
②口腔内埋入フィクスチャーにトランスファーOPを嵌
合させ、トランスファーOP セットピンを用いて装着
します。
※二本以上のトランスファーOPを使用する場合は、ト
ランスファーOP間を低収縮型レジン材にて固定して
ください。

③混和したシリコーン印象材を個人トレーに注入し、
印象採得を行います。
※気泡混入を防ぐため、インジェクションタイプあるい
は、レギュラータイプをトランスファーの周囲に注入
します。トレー全体には、ハードタイプを使用し、印
象採得を行います。
④シリコーン印象硬化後、トランスファーOP セットピ
ンが空回りするまで緩めたのち、フィクスチャーから
トランスファーOPを外します。
※トランスファーOPセットピンは、ラインを確認後トラ
ンスファーOPから常時外さず使用し、滅菌作業まで
行ってください。
⑤印象材硬化後、口腔内よりシリコーン印象材および
個人トレーを撤去します。
※印象精度を確保するため、できるだけ負荷がかから
ないよう慎重に行ってください。

⑥埋入したフィクスチャーに対応したレプリカ（BL・TL
シリーズ）、トランスファーOP セットピンを用いてト
ランスファーOPに装着します。

※右の図ではBLレプリカを使用して説明しています。
⑦混和したガム材をレプリカの全周に過不足なく注入
し、硬化を待ちます。
※必要に応じて、硬化したガム材の余剰部をデザイン
ナイフ等でカットしてください。
⑧正しい混水比で練和した硬石膏を気泡が入らないよ
うに印象面へ注入し、硬化を待ちます。
⑨トランスファーOP セットピンを緩め、硬化した硬石
膏から印象トレーを外します。
⑩石膏模型のトリミングを行い、通法に従いアナログ
模型を作製してください。
※トランスファーCLを撤去した後、レプリカ上面にオー
バーラップしているガム材はマイクロスコープ下にお
いて完全に除去してください。

オープントレー法

チェアサイドで印象採得を行った後、印象および印象
パーツ類、トランスファーOP・トランスファーOP セッ
トピン、レプリカをラボサイドに送ります。

印象採得終了後

  

トランスファーOP

口腔内においても同様、
トランスファーが外せる状態。

BLレプリカ

個人トレー

トランスファーOP

トランスファーOP セットピン

トランスファーOP セットピン

トランスファーOPトランスファーOP

トランスファーOP セットピン
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TLフィクスチャーを埋入した場合に用いるアバットメントと
しては、通常TLユニバーサルアバットメントを使用しますが、
それ以外に使用可能なアバットメントとしてTLソリッドア
バットメントがあります。
印象採得は、トランスファーエクストラを用いて行います。
上部構造作製の際には、TLソリッドアバットメントの形状を
再現したTLソリッドレプリカを使用し、アナログ模型を作製
します。

TLソリッドレプリカ

①チェックバイトに関しては必要最小限のユージノールある
いはパラフィンワックスを噛ませ、上下顎模型をスティッ
キーワックス等で固定します。模型を十分に吸水させ通法
に従い普通石膏を使用し、咬合器にマウントします。

上部構造作製に際しては、選択した埋入フィクスチャー
の種類により対応するアバットメントおよび印象パーツが異
なります。
※対応パーツの詳細に関しては、別冊プロダクトカタログ内
P31～32の「オクタフィックス BL システム構成」「オクタ
フィックス TL システム構成」をご参照ください。

咬合器装着

●BLフィクスチャーを使用した際のアバットメントの選択
①BLユニバーサルアバットメントG
②BLエクストラアバットメント、BLエクストラアバットメントG
③BLアングルアバットメント15º・20º
④BLカスタムアバットメント
⑤BLテンポラリーアバットメント
※BLテンポラリーアバットメントは暫間用としてご使用ください。
※BLユニバーサルアバットメントGを選択した場合に用いるト
ランスファーは、トランスファーユニバーサルのみですのでご
注意ください。

●TLフィクスチャーを使用した際のアバットメントの選択
①TLユニバーサルアバットメント
②TLアングルアバットメント15º・20º
③TLソリッドアバットメント

上部構造の製作

トランスファーエクストラ

TLソリッドアバットメント

TLフィクスチャー
TLソリッドレプリカ
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ラボラトリー
 

 

①BLカスタムアバットメントをアナログ模型のBLレプリ
カに嵌合させ、適切な高さ・幅等を想定し、余剰部の
カットラインをマーキングします。

③上部構造を想定し、内冠のワックスアップを行います。
上部構造の着脱方向を設定し、ある程度外形を整え
た後、パラレルメーターを使用し、全周にわたり６°
（コーヌス角）ミリングを行います。
＊アナログ模型に着脱方向の印記をしておきます。

④ワックスアップ終了後のワックスパターンにスプルーを
植立し、埋没操作を行います。

＊必要に応じ、上部構造を再現した診断用ワックス
アップを使用し、シリコンコアを作製しておきます。

アクセスホール内にワックスが入らないよう、シリコンコ
ア材等で封鎖するなどの工夫をし、ワックス操作を行っ
てください。

②プラスティックスリーブ部のカットラインより余剰部を
任意のポイント・バー等を使用し、カット（削合）します。

BLカスタムアバットメント

ワックスパタ－ンの厚みが薄い部分は、湯流れ不足や
鋳接不十分となる恐れがあります。スプルー線の太さ・
長さ・位置・方向、ベントの付与等に関して十分に検討
する必要があります。
埋没操作の際に、稀にアクセスホール内のジョイント部
から気泡が発生する恐れがあります。ワックスアップの
前に、瞬間接着剤をジョイント部に流し込み、シールド
することをお勧めします。

⑤埋没材硬化後、リングファーネス・鋳造機を使用し、焼
却及び鋳造を行います。
鋳造直後の掘り出し操作は、急冷を避け室温までゆっ
くり放冷を行ってください。

鋳造および鋳接に使用する金属は、BLカスタムアバット
メントのベース部（白金加金合金：融点1288℃）よりも
低い融点の金属を選択してください。
焼却温度は、815℃を超えない温度で行ってください。

セットピンBLS

BLカスタムアバットメントの
プラスティックスリーブ部

BLカスタムアバットメントの
ベース部

BLフィクスチャー
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⑨調整後のレジンキャップの上からワックスアップを行い
ます。ワックスアップ後のレジンキャップが、アバットメン
トより着脱可能であることを確認してください。

⑧研磨後の鋳接物であるメタルコーピングに対し、低収縮
レジン（パターンレジン）を使用し、ワックスアップ用の
レジンキャップを作製します。
メタルコーピングの表面に分離材を塗布した後、全周に
渡りソフトワックスを一層コーティングします。
低収縮レジン（パターンレジン）の被覆硬化後、スタンプ
バー等で全周に渡り0.3～0.5ｍｍ程度の一定の厚みに
なるように仕上げます。

⑩ワックスアップによるフレームワーク終了後、任意の方法
にてワックスパターンをスプルー線に植立し、埋没・焼
却・鋳造操作まで行います。

⑪掘り出した鋳造物にサンドブラスト処理を施した後、ス
プルーカットと同時に研磨作業まで行ってください。

ワックスアップのフレームデザインは、埋入部位により異
なります。
適合性の観点から二本以上の連結・ブリッジなどの症例で
は、アバットメント間を一度連結（ジョイント）した後分割（セパ
レート）し、再度連結（ジョイント）を行うようにしてください。

上部構造作製時におけるワックスアップ方法に関しては、
選択した材料の種類や、導入されている作製用システムに
よっても異なります。

⑥放冷後、鋳造物を掘り出しサンドブラスト処理を施しま
す。必ず鋳接部の状態を確認した後、研磨操作に移行し
てください。

特に、テーパー部や嵌合部を傷つけないように、また変形等
の負荷をかけないように、慎重に掘り出しを行ってください。
サンドブラスト処理の際には、５０ミクロンのガラスビーズを
使用し、ベース部にブラスティングしないよう、十分に注意
をしてください。
＊マスキングテープまたはパラフィンワックス等でマスキン
グをした後、サンドブラスト処理を施してください。

⑦BLカスタムアバットメントを用いて鋳造操作を行った鋳
接物のスプルーカットおよび研磨が終了した後、アナロ
グ模型に戻し、適合状態の確認を行います。
また鋳接物を研磨する際には、回転防止用としてのスラ
イスカット面を形成してください。

スライスカット
面の形成
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メタルコーピングの処理方法
⑫作製した上部構造の種類に適したバー・ポイント等を選
択し、研磨およびコンタクト調整を行ってください。

⑬完成した上部構造の内面にアルミナサンドブラスト処理
を施します。

⑭メタルコーピング（内冠）のマージン部より0.3～0.5mm
上方までパラフィンワックスで覆い、上部構造と合わせ
てアルミナサンドブラスト処理を施します。

⑮パラフィンワックスを流蠟した後、超音波洗浄機にて
10～15分間洗浄しメタルコーピング（内冠）を完成させ
ます。
＊通法に従い作製した上部構造をメタルコーピング（内
冠）に適合させ、最終チェックを行います。

シースの作製
上部構造作製後、口腔内セット時における位置関係を明確
にするため、メタルコーピング（内冠）に対し、フィッシャー
バーを用いて縦溝形成を行います。形成した箇所を被覆す
るようにシースを作製します。

上部構造完成
低収縮レジンにて作製したシースの再現性について再確
認し、アバットメントに対しアルミナサンドブラスト処理を
施します。
作製した上部構造と合わせ、口腔内にセットする際に必要
となる全てのパーツ（メタルコーピング・セットピンBLS・シー
ス）をチェアサイドに送ります。
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プロビジョナル レストレーション
の作製（ラボサイド編）

BLエクストラアバットメント
使用の場合

②必要に応じ表面にオペークレジンを塗布した後、光重合
します。BLテンポラリーアバットメントのアクセスホール
からトランスファーCLセットピンを装着し、隙間をワッ
クスでシールドします。

③埋入部位における両隣在歯を参考にしたシェードテイキ
ングを行い、BLテンポラリーアバットメントに常温重合型
レジンを築盛します。

④反対側同名歯を参考に、完成時の上部構造を想定した
形態修正を行います。

⑤想定されるエマージェンスプロファイルを構築し、仕上
げ研磨まで行っておきます。
＊研磨作業の際には、アナログ模型で使用するBLレプ
リカとは別に、嵌合部を保護するために研磨専用のBL
レプリカを用意し、研磨ハンドル等に装着して研磨を
行います。
ラボセットピンBLSを用いてアクセスホール部の通り
具合を確認した後、洗浄を行いプロビジョナルレスト
レーションを完成させます。

①アナログ模型のBLレプリカに対し、BLエクストラアバット
メントGをセットピンBLSにて固定します。
＊単独埋入症例の際には、ＡＲＯ（回転防止機構）あり
のBLエクストラアバットメントGとトランスファーエク
ストラの組み合わせで使用してください。

②印象採得時に使用したトランスファーエクストラをBLエク
ストラアバットメントGに装着し、全周の厚みが均一にな
るよう調整してください。

③トランスファーエクストラの余剰部をスタンプバー等で
削除してください。
＊トランスファーエクストラは、印象採得時に使用したも
のを焼成用として再使用できます。
全周に渡り厚さ0.3～0.5ｍｍを確保し、調整を行いま
す。

①BLテンポラリーアバットメントをアナログ模型内のBLレ
プリカに装着し、高さ・幅を調整します。削合量の目安と
しては、歯冠長の１/２から２/３を残し削合を行います。
唇側および口蓋側における削合量に関しては、レジンの
築盛量や対咬関係に従い、過不足なく行います。

トランスファー
エクストラ
8角（ARO）あり

セットピンBLS セットピンBLS

トランスファーエクストラ トランスファーユニバーサル

BLエクストラ
アバットメントG
8角（ARO）あり

トランスファー
ユニバーサル
8角（ARO）なし

BLユニバーサル
アバットメントG
8角（ARO）なし
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 ④調整後のレジンキャップの上からワックスアップを行い
ます。
トランスファーエクストラの上面部に対し、パラフィン
ワックスあるいはシートワックスを圧接し、ワックスアッ
プ操作を容易にできるようにしておきます。

⑤通法に従いスプルー線の植立・埋没・鋳造の操作を行い
ます。
上部構造の種類により研磨およびコンタクト調整を行っ
てください。
＊BLユニバーサルアバットメントGは、連結およびブリッ
ジの上部構造作製の際に使用してください。

シースの作製
上部構造作製後、BLエクストラアバットメントGを被覆する
ようにシースを作製します。
＊回転防止機構がないBLユニバーサルアバットメントGを
用いて連結。ブリッジを作製する場合も同様、口腔内
セット時における位置関係を明確にするため、フィッ
シャーバーを用いて縦溝の形成を行います。
形成した箇所を被覆するようにシースを作製します。

上部構造完成
低収縮レジンにて作製したシースの再現性について再確認
し、アルミナサンドによるブラスト処理を施します。
作製した上部構造と合わせ、口腔内にセットする際に必要
となる全てのパーツ（BLエクストラアバットメントG・セット
ピンBLS・シース）をチェアサイドに送ります。
＊連結およびブリッジの場合には（BLユニバーサルアバッ
トメントG・セットピンBLS・シース）をチェアサイドに送
ります。

BLユニバーサルアバットメントGは、回転防止機構がないた
め単独埋入症例には使用できません。
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